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日中古典詩歌における藤詠の変遷について
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注 15 『十三経注疏 : 附校勘記（毛詩正義）』阮元校刻，中華書局，一九八〇年十月。
注 16 『爾雅 : 南北朝刊本』郭璞注，古典研究會叢書：別巻第一，古典研究会出版，汲古書院発売，
一九七三年四月。
注 17 矢嶋美都子「庾信の「遊仙詩」に表れた藤について : 葛藟から紫藤へ」『亜細亜大学教養部紀要』
二十一号，一九八〇年，一〇九～一三二頁。
注 18 同注１７。
注 19 例として「傍岭竹参差，縁崖藤幂䍥」（盛唐・慧宣「秋日遊東山寺尋殊曇二法師」），「庖廚出深竹，
印綬隔垂藤」（盛唐・王維「韋給事山居」）や「樹深藤老竹回環，石壁重重錦翠斑」（盛唐・白居易「題
岐王旧山池石壁」）などが挙げられる。
注 20 『歌枕歌ことば辞典』片桐洋一著，角川書店，一九八三年十二月
注 21 玉上琢弥著『紫明抄・河海抄』角川書店，一九六八年。
注 22 滝川幸司「延喜二年飛香舎藤花宴をめぐって」『天皇と文壇―平安前期の公的文学―』和泉書院，
二〇〇七年三月，四一～五八頁。
注 23 古藤真平「延喜二年三月の飛香舎藤花宴（日記の総合的研究）」『日本研究』四六，国際日本文化研
究センター，二〇一二年九月，二四三～二六二頁。
注 24 宇多天皇女御。関白藤原基経女。
注 25 梁青「『新撰万葉集』の漢詩にみられる和歌的表現』」（名古屋大学博士学位論文，二〇一三年九月）
の「第一節 藤原基経と紫藤詩」を参照。
注 26 『芸文類聚』（唐）歐陽詢撰・汪紹楹校，上海古籍出版社，一九八二年一月。
注 27 村中菜摘「「正治初度百首」の定家の藤花詠における白詩「三月三十日題慈恩寺」摂取」『解釈〈特集中世・
近世〉』九・十月号，二〇一六年九月，二五～三三頁。
注 28 後藤幸良「源氏物語の「藤」と漢文学―白氏文集「紫藤」詩の周辺」仁平道明編『源氏物語と白氏文集』
新典社，二〇一二年五月，一〇七～一三七頁。
